
（別紙３）

～ 令和7年2月21日

（対象者数） 27 （回答者数） 23

～ 令和7年2月21日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活用しているツールの記載内容のブラシュアップ。

2

より一層質の高い支援を行えるように職員研修を充実させ、

情報伝達など凡事徹底して行っていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

活動プログラム設定時に、取り入れを検討していく。

2

3

子どもの日頃の状況伝達や健康、発達の状況について、保護

者への周知徹底。

日頃の様子を共有できるツールを導入し、内容も分かりやす

く工夫しながら作成している。また、必要に応じて電話や

SNSを活用している。

子どもや保護者の満足度。 子どもたちが、毎日楽しく遊び、子どもたちの個性を育み、

楽しく学べるように、活動内容を工夫し、職員も質の高い支

援ができるように心がけている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で

他のこどもと活動する機会の設定。

事業所外に目を向けて活動内容等を検討できていない。

令和7年2月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 Play

○保護者評価実施期間
令和7年1月27日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


